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研究成果の概要（和文）：まず、点予測による手法を提案し、自動単語分割の精度向上を実現し

た。つぎに、単語境界情報と係り受け情報が付与されたコーパスを辞書の例文と経済新聞記事

から作成した。また、確率的なアノテーションを提案し、確率的単語分割コーパスや確率的読

み付与コーパスからの言語モデルの作成を提案した。 
 
研究成果の概要（英文）：First we proposed a pointwise method and realized an improvement 
of word segmentation. Then we created a corpus consisting of dictionary example sentences 
and newspaper articles annotated with dependency information. We also proposed 
stochastic annotation and language model building from a stochastically segmented or 
tagged corpus. 
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１．研究開始当初の背景 
言語処理研究は、対象とする言語現象に応

じて、様々な段階に分割されている。まず形
態素解析を行ない、その出力を構文解析し、
格解析を行なって、その出力を談話解析して
いる。後段の処理によって得られる情報の参
照(例えば照応詞の指示対象を考慮した係り
受け先の決定)が長らく未解決の問題となっ
ているが、この解決に正面から取り組む研究
は少ない。 

 
２．研究の目的 

本研究計画では、係り受けや照応・省略な

どの高次の言語現象を記述する統一的モデ
ルについて考察し、文字列から照応・省略ま
でを統一的に扱うことで、上述の問題を解決
する。 

 
３．研究の方法 
まず、言語資源に、単語境界情報と単語間

の係り受け情報を付与し、分析・実験のため
のコーパスを作成する。次に、文字列から係
り受けまでの言語現象を対象とする構造的
言語モデルを構築し、構文を考慮した音声認
識や仮名漢字変換システム、あるいは文字列
を入力とし単語分割と構文解析を同時に行
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なうシステムを作成し、既存手法との比較な
どの評価実験を行なう。 

次に、構造的言語モデルをより高度な言語
現象(照応や省略)や話し言葉(倒置や誤り)
を記述するモデルに発展させる。このモデル
を用いることで、文字列から照応・省略まで
を統一的に扱い、単語分割と構文解析と照応
解析を同時に行なうことが可能になる。これ
により、後段の処理によって得られる情報の
フィードバックという言語処理の長年の課
題の一つの解決を与える。 

 
４．研究成果 
 まず、点予測による手法を提案し、自動単
語分割の精度向上を実現した。実験では、単
語と品詞として国立国語研究所が提案する
定義を採用し、その基準に沿う『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』を用いて有効性を示
した。特に、部分的アノテーションコーパス
の概念を提案し、これを含むさまざまな言語
資源からの学習が可能であることを示し、安
価かつ高速の分野適応が実現した。点予測に
よる手法を品詞推定や読み推定にも適用し、
同様の有効性が実現できることを示した。こ
の成果は、「言語処理ソフトウェア KyTea」
として公開しており、多数に利用されている。
また、分野適応のための能動学習ツールを構
築し、公開している。これらは、東北大震災
の安否情報の言語処理に使われた。 
 高精度の自動係り受け解析を実現するた
めに、単語境界情報と係り受け情報が付与さ
れたコーパスを辞書の例文と経済新聞記事
から作成した。それぞれ、13,000 文と 10,025
文からなる。点予測による係り受け解析を実
現し、これらのコーパスを用いて既存手法と
同等の精度が得られることを示した。また、
係り受け情報が付与されたコーパスから、構
造情報を利用する確率的言語モデルを構築
し、予測力における有効性を確認した。 
 また、確率的なアノテーションを提案し、
確率的単語分割コーパスや確率的読み付与
コーパスからの言語モデルの作成を提案し、
新聞やウェブのデータから大規模な言語モ
デルを作成し、音声認識や仮名漢字変換への
応用を行った。仮名漢字変換については、エ
ンジンをフリーのソフトウェアとして公開
している． 
 
o 言語処理ソフトウェア KyTea：  
http://www.phontron.com/kytea/index-ja.
html 
o 仮名漢字変換ソフトウェア SIMPLE： 
  
http://plata.ar.media.kyoto-u.ac.jp/mor
i/research/topics/KKC/ 
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